
合い言葉 「愛共に」「夢大きく」

令和３年９月２２日発行 東神楽町立志比内小学校・志比内公民館 第６号

「前期を終えて」
校長 木 末 携 志

２学期が始まってから、８月末に修学旅行、９月に運動会や１日防

災学校、マラソン記録会など、学校行事が行われました。新型コロナ

ウィルス感染防止対策をしながらの実施となりましたが、子どもたち

は萎縮することなく、それぞれの行事で、一人ひとりの個性や良さを

十分に発揮していました。

毎日子どもたちを学校へ送り出していただいてるご家庭の皆様や、

いつも本校の教育活動を見守り、支えて下さっている地域の皆様のご理解やご協力の賜と考えます。あと数日

で前期の教育活動を終え、子どもたちの前期の頑張りを伝える通知表をお渡ししますが、ぜひお子様の成長に

ついて見ていただき、特に良くなった部分をほめてあげてください。そのことが今後の子どもたちの頑張りの

原動力となります。

さて、地域では作物の収穫を迎え、いよいよ秋本番となってきました。子どもたちは毎日元気に登校し、「お

はようございます」と元気な挨拶をしてくれます。この「おはようございます」は、「お早くお起きになって、

ご健康おめでとうございます」が略されたものと言われています。

古来より、日本では言葉には不思議な力が宿っていると考えられてきました。これを「言霊（ことだま）」

といいますが、発した言葉どおりの結果になると信じられていたのです。朝も昼も夜も、挨拶の言葉は、相

手の無事や健康を祝福するメッセージだったのです。

また、「ありがとう」は感謝の気持ちを表す言葉です。文字通り「有り得ない」、有るのが不思議という意味

です。もともとは、人間業を超えた神仏を称え、感謝する意で用いられていましたが、「有る」のが「難しい」

ということから「めったにない」「めずらしい」という意味でも使われるようになりました。昔の人たちは、

神仏の力によってもたらされた恵みに対して、「ありがたし、ありがたし」と感謝の気持ちを込めて祈りまし

た。それが人に対しても使われるようになったものと言われています。

相手を祝福したり、気遣ったり、感謝したりすることは、人と人とが円滑に生活する上でとても大事なこと

です。相手を思いやることは社会生活、学校生活の基本です。ダメなものはダメとはっきり言う必要がある場

合もありますが、場面によっては、遠回しの言い方をしたり、ちょっと気遣って言い方を変えてみたりするこ

とも大切かもしれません。

言葉には大きな力があります。私も部活動指導者をしていたときに、たった一つのアドバイスで心に火がつ

き頑張りだした子どもを何人も見てきました。学校でも家庭でも、地域においても、子どもたちの成長を育み

伸ばす言葉を上手に使って、健やかな成長を見守っていきたいものです。

学校での1年間も折り返しの地点を迎えます。今後も「志比内っ子発表会」等、子どもたちの成長をご覧い

ただく機会もございます。ご家族や地域の皆様のご支援とご協力を引き続きよろしくお願いいたします。



 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

1 日防災学校 
昨年度は旭川地方気象台の方に来てい

ただいて災害について講話いただきまし

た。今年度は上川振興局の方に来ていた

だき、避難所についての話をしていただ

く予定でしたが、緊急事態宣言が出てい

るため来ることができないということ

で、道具をお借りして子どもと職員で行

いました。 

最初に地震が起きたときの避難訓練を

行い、その後、ダンボールベッド作りや簡

易トイレ作りを行いました。 

「ダンボールベ 

ッドは床で寝るよ 

り柔らかい。」など 

子どもたちは新た 

な発見をしていま 

した。担当から「本当は使わないで過ごす

ことができるといいけれど、もし災害が 

     起きてしまった場合

は、今日学んだこと

を活かしましょう。」

と話をしました。 

 
１０月 １日（金）全校朝会・安全点検日 

１０月 ４日（月）児童会 

１０月 ６日（水）志比内っ子発表会総練習 

１０月 ９日（土）志比内っ子発表会 

１０月１１日（月）振替休業日 

１０月１２日（火）職員会議 

１０月１３日（水）読み聞かせ 

１０月１５日（金）二計測・視力検査 

１０月１８日（月）クラブ 

１０月２０日（水）パートナーティーチャー事業 

１０月２０日（水）～２２日（金） 

草の根教育実習 

１０月２５日（月）児童会 

１０月２６日（火）研修日 

１０月２７日（水）読み聞かせ 

スポーツフェスティバルを開催 

９月５日（日）秋晴れの中、志比内っ子スポーツフェスティバルを開催しました。 

本来であれば６月に志比内地区合同大運動会として行う予定でしたが、新型コロナウ

イルス感染予防のため開催できなかったことから、９月に延期し規模を縮小して行いま

した。 

今年度は児童数が６名ということで、団体種目は、紅白に分かれて戦うのではなく、

子ども VS 大人という形で行いました。子どもたちは、児童会長を中心に作戦を立てて 

練習してきました。当日は全員で協力し練習の成果を 

発揮していました。 

毎年、道具の準備や片付けを地域の方たちや教育大 

学の学生にお願いしていましたが、今年度は保護者に 

手伝ってもらいながらでしたが、子どもたちが自主的 

に行うことができました。 

子どもたちが生き生きと活動していたとても良いス     

ポーツフェスティバルでした。 

 

 

宝くじの助成金について 

 宝くじの助成金が当たり公民館で、卓球

台・運動会用テント・ポップコーンマシー

ン・綿菓子機を購入しました。ご活用くだ

さい。 


